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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年７月１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 漕手死亡 

発生日時 不明（令和７年４月２０日 １０時３０分頃～１４時２７分頃の間）

（医師による死亡推定時刻：１１時頃） 

発生場所 鹿児島県指宿
いぶすき

市指宿港 

事故の概要 手漕ぎボート（船名なし）が帰航中、漕手が落水して溺死した。 

事故調査の経過 令和７年５月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

手漕ぎボート （船名なし）、総トン数なし 

なし、個人所有 

不詳、不詳 

機関なし、不詳 

 乗組員等に関する情報 漕手 ７４歳 

 操縦免許 なし 

 死傷者等 死亡 １人（漕手） 

 損傷 不詳（船体未発見） 

気象・海象 気象：天気 雨、視界 良好 

 指宿港の西北西方約１.７km にある指宿地域気象観測所における４

月２０日の風向・風速の観測値は、次のとおりであった。 

 

時刻 
平均 最大瞬間 

風向 風速（m/s） 風向 風速（m/s） 

06:00 西北西 ０.４ 西 ０.８ 

07:00 北北西 １.２ 北北西 ２.１ 

08:00 南東 １.４ 南東 ２.６ 

09:00 南南東 ２.７ 南南東 ５.８ 

10:00 南南東 ４.２ 南南東 ８.３ 

11:00 南南東 ３.６ 南南東 ８.４ 

12:00 北北西 ２.０ 北北西 ４.３ 

13:00 北東 １.３ 北東 ２.７ 
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14:00 北北東 １.２ 北 ３.２ 

15:00 北北東 １.８ 東北東 ４.０ 

海象：波高 約０.５ｍ、水温 約２０℃ 

 事故の経過 

 

漕手は、令和７年４月２０日０６時００分頃に指宿港近くの自宅を

出て、本船（長さ約２.５ｍ）を置いている指宿港内の砂浜（以下

「本船の置場」という。）から指宿港東防波堤（以下「東防波堤」と

いう。）に向かい、東防波堤に降りて本船を係留した後、東防波堤で

いか
．．

釣りを始めた。 

漕手の知人（以下「知人」という。）は、０７時００分頃、自身の

プレジャーボート（以下「小型船」という。）で指宿港内の定係地か

ら東防波堤に向かい、小型船を本船の近くに係留し、東防波堤にいた

漕手の近くでいか
．．

釣りを始めた。 

知人は、０９時頃釣りを終え、天気予報で今後雨が強くなったり風

が吹いたりすることを知っていたので、漕手に天気が悪くなる前に帰

るよう伝えてから小型船で帰航した。 

知人は、定係地に戻った０９時３０分頃、東防波堤で釣りを続けて

いる様子の漕手に電話で自身の釣果を伝え、漕手が東防波堤で釣りを

続けている様子であったので、もう一度早く帰るように促した際、漕

手からもう少ししたら帰ると聞いて自宅に戻った。 

指宿港付近で操業していた小型漁船の船長は、風が強くなってきた

ので操業を中止し、指宿港内を帰航中、本船が指宿港内を東防波堤の

方から陸岸に向かって西進しているのを目撃した。目撃した時刻は 

１０時３０分頃から１１時００分頃の間であった。漕手は助けを求め

るような様子はなくオールを漕いでいたが、波高が約０.５ｍあり、

強い南西風が吹いていた。 

知人は、１２時３０分頃、漕手に釣果を聞いてみようと電話をした

が、繋
つな

がらない旨の音声ガイダンスが流れた。このため、漕手の自宅

に電話をしたところ、家族から漕手が帰宅していないことを聞いた。 

知人は、指宿港に行ってみたところ、本船の置場付近に本船が見当

たらなかったので、指宿港内を航行していた知り合いの漁船の船長を

呼び止めて、東防波堤に本船が係留されていないかどうか見てもらっ

たところ、係留されている船は見当たらないと連絡を受けた。 

知人は、近くにいた漁船等数隻の船長にも声をかけて、小型船で出

航して漕手を探し始めた。 

漕手は、１４時２７分頃、指宿港内の導流堤付近の消波ブロックの

間に仰向けの状態となっているところを釣り人に発見され、同釣り人

は１１８番通報した。 

 

（図１ 参照） 
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図１ 漕手発見場所等概略図 

 

漕手は、現場で死亡が確認され、大学法医学教室の医師によって死

因は短時間の溺死、死亡推定時刻は４月２０日１１時頃と検案され

た。 

本船は、令和８年７月１日現在、発見に至っていない。 

 その他の事項  知人によれば、本事故当日、漕手の体調は良好そうに見えた。 

 漕手は、発見時、合羽の上に自動膨張式救命胴衣を着用していた

が、同救命胴衣を膨張させるガスボンベが付いておらず、膨らんでい

なかった。 

 漕手の携帯電話は、合羽の下に着用していたズボンのポケット内で

濡れて使用できない状態で発見された。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

(1) 漕手の死因等について 

漕手の死因は短時間での溺死であり、死亡推定時刻は４月２０

日１１時頃と検案された。 

(2) 事故発生日時について 

次のことから、漕手は、４月２０日１０時３０分頃から１４時

２７分頃までの間に落水し、溺死したものと考えられる。 

① １０時３０分頃から１１時００分頃の間に、本船が指宿港内

を東防波堤の方から陸岸に向かって西進している状況が目撃さ

れている。 

② １４時２７分頃、漕手が指宿港内の導流堤付近の消波ブロッ

クの間に仰向けの状態となっているところを発見されるまで、 

鹿児島県 

漕手発見場所 

（令和７年４月２０日 

１４時２７分頃発見） 

二反田川 

本船の置場 

本船係留場所 
東防波堤 

導流堤 

指宿港 

本船が目撃された場所 
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漕手が生存している目撃情報がない。 

(3) 事故発生時の海上模様について 

本船が航行している状況を目撃された際、波高は約０.５ｍであ

り、風は南西の向かい風であった。 

(4) 落水時の状況について 

① 本船は、手漕ぎボートであることから、漕手は座面に座って

オールを漕いでいた可能性があると考えられる。 

② 本船は、長さ約２.５ｍの手漕ぎボートであり、高さ約０.５

ｍの波や風をほぼ正面に受けて航行する場合、大きな動揺を伴

うものと考えられ、動揺によって落水した可能性があると考え

られるが、目撃者がおらず、漕手が死亡しており、客観的情報

も十分に得られなかったことから、落水に至った状況を明らか

にすることはできなかった。 

(5) 救命胴衣が膨張していなかったことについて 

漕手が発見された際、漕手は自動膨張式救命胴衣を着用してい

たが、同救命胴衣にガスボンベが付いておらず、膨らんでいな

かった。このため、落水後、浮力を得られず、短時間で溺死に

至った可能性があると考えられる。 

ガスボンベが付いていなかった理由については、明らかにする

ことができなかった。 

原因 本事故は、本船が帰航中、波や風を受けて船体が動揺し、漕手が落

水したことにより発生した可能性があると考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・手漕ぎボートは、不安定で揺れやすく、波や風を受けた際に浸水

や転覆する危険性があること、また、手漕ぎのため速力が出ない

ことから、出航前、気象・海象情報を確認して出航の可否を慎重

に判断するとともに、気象・海象の急変に備えて、短時間で帰航

又は避難が可能な海域を航走すること。 

・小型船舶の乗船者は、自動膨張式救命胴衣を着用する場合、ガス

ボンベの取付け状況及び有効期間を確認すること。有効期間を過

ぎている場合は、ガスボンベを交換するか他の適正な救命胴衣を

着用すること。 

・小型船舶の乗船者は、落水した際の連絡手段を確保できるよう、

防水型又は防水パックに入れた携帯電話を携行すること。 

 


